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〈解題〉
自然災害研究とパーセプション
中村和郎
自然は変化してやむことはない。時としてそれ
は通常の変化の偏を大きく逸脱して，人間に対し
て，猛威をふるい，破局的な結果をもたらすとと
がある。
自然災害研究は，人間 ・環境関係研究の中でも，
かかる極端な自然現象に注目するものであるが，
単に研究対象を限定したという ことにとどまらず，
方法論的にも，また，目標とするととろでも，地
理学の中で確固とした地位を築くにいたっている。
その発端は次のような事情であった。
1920年代にさかのぼるが，合衆国では人口の
治加や都市化の進展に伴ない，沖積地の利用が急
速に繕えつつあった。その結果，自然災害，とり
わけ洪水による災害が問題になった。とのため，
災害の防止軽減のための方策が真剣に検討された。
1936年に合衆国議会は連邦洪水防止令を制定し，
河川l改修や，ダム ・堤防の築造などに巨額の国費
を投ずるととになった。国防費にも匹敵する防災
費の支出を正当化させたのは，費用便益分析であ
ったといわれる。これだけの投資を行っても，そ
れを上回る便益が得られる見透しがあったからで
ある。
ところが実際はどうであったか。つとにこの問
題に関心を寄せていたギノレパート・ F・ ホワイト
(Gilbert F. White）は，彼の所属するシカゴ大学地
理学教室で，本格的にこの研究に着手した。1956
年のことである。この結果，莫大な防災費にもか
かわらず，自然災害による国家的損失は予期に反
して，減少するどとろか増大していることが明ら
かにされ，同じ攻策をとり続けることの非が指摘
された。
このように自然災害研究は，初めから政索決定
と深く関与していた。ホワイ トは従来の地理学が
行ってきた環境研究は，政策決定に寄与するので
はなかったとし，生活向上に資するための研究を
おとす必要を説いたのであった。
温厚であるが厳格な，そして卓抜した指導力を
持った教授の下には，イアン・パートン（IanBur 
ton）やロパート・ケイツ（RobertKates）らのすぐ
れた研究者が生まれ，自然災害研究が深められて
いった。
初期の研究は，自然災害の物理的側面を明らか
にすると同時に，それに対して人聞がどのような
適応寸T動をとるかに焦点があてられた。地理学の
ほかの分野でもそうであったように，初めのうち，
人聞の行動は規範モデルに従って理解された。す
なわち，人聞はあらゆる情報を知ることができ，
経済的最適化に向って行動するものだと仮定され
fこ。
しかし，自然災害をもたらすような自然現象は，
最も不確実なものである。精々のところ発生頻度
の確率を知ることができるにすぎない。いつ，ど
の程度の規模のものが起るかについての予測は，
今のととろ不可能である。火山を除けば， どこで
起るかの予測もできないものが多い。規範モデル
の「全知」という前提は成立しない。自然災害の
研究はこのような不可知な現象，不確実な現象に
対する人間の行動を扱うものである。
人聞は，結局，その人の不完全な知識と，それ
に基づいた主観的な判断によって行動するもので
あるから，そのようなモデルが用意されなければ
ならない。ζの主張はウォJレパー ト （J.Wolpert, 
1964）に通じるものであることはいうまでもない。
度重なる氾濫があることを承知の上で，人は沖
積地に進出してくる。このような環境に適応する
行動はいろいろ考えられる。上流にダムを作る，
爆防を築くなど技術的な方法もある。土地利用規
制を行うこともできる。苦手報体制や保険制度の確
立，等々。多くの適応行動の中から，いずれを採
択するかの意思決定は人によって同じではない。
何がその差異を生じさせるのであろうか。
問題の環境の中に，現le.身を置いている者とそ
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うでない者との差は廃然としている。学歴や社会 これに続く数章では，かかる自然条件下で損失
的地位との関係はなさそうにみえるが，過去に経 を軽減するためにとり得る戦略について，農民の
験を持っかどうかは行動に大きな相違を生んでい 考えを調査している。戦略を知ってはいても，実
る。などのことが明らかにされた。とすると，災 際にはそれを採択していない例が少なからずある
筈に対する行動は，災害の物理的性質そのものに ことが報告され，この地方の農民は忌大利潤追求
もよろうが，それ以上に人々が災害をもたらすよ の行動をするのではなく，一応の満足が得られれ
うな環境をどう知覚するかによっているといわな ばそれでよしとする傾向があると述べられている。
くてはならない。 農民のパーソナリティの調査に用いたTAT（絵
かくして，自然災害研究はパーセプション研究 繭統覚テスト〉などの方法は，サーリネンが心理
と結びつくことになった。 学から学んだものである。これにより， パーソナ
パートンとケイツがrそれぞれトロント大学と リティの相違も行動と関係のあることが示唆され
クラーク大学に移って，自然災害研究の中心が拡 た。
散を始めた。それと同時に，洪水研究から地とり， さて，自然災害研究におけるパーセプション研
地震，火山などあらゆる種類の自然災害に幅を広 究は，もっと多岐にわたるパーセプション研究の
げ，国際的かつ学際的研究に進展していった。 ごく一部にすぎない。パーセプション研究全体の
ここに訳出したのは，サーリネン（T.F. Saarinen) 展望は，サーリネン（ 1969, 1974）のほか， ロ
が箸わした，シカゴ大学地理学教室研究報告第 一ウエンタール（D.Lowen that, 1961 ), ウッド
106号の一部である。原著は 8章からなり，本文 (L. J. Wood, 1970), ダウンズ（R.M. Downs, 1970) 
のみで142ページにおよぶが，ここにはその第4 などに詳しい。サーリネンらは，最近，通文化的
主を掲げた。 なパーセプシヨン研究を意図して， t世界各国の研
サーリネンの研究は，上記の一連の自然災害研 究の展望を行なっている（T.F. Saarinen, et al, 1982) 
究の線上に位置づけられる。沖積地における洪水 それらによれば，心理学の分野では 1935年に
の研究を，グレー トプレーンズの干ばつに押し広 コフカ（K.Kof伐のが，地理的環境と行動的環境を
げたものであり，さらに最適農場規模や，最適作 区別すべきことを説いているという。1947年には
物結合などを論ずる従来の研究の批判の上に立つ 同じく心理学者マックレオド（R.B. McLeod）が，
て，その環境の中に生活している当の中心人物＝ 地理学の伝統的課題である人間・環境関係への接
農民のパーセプションに焦点をあてたものである。 近法として，パーセプション研究の重要性を主張
彼はここで2つの仮説をたてる。 一つは，資源 した。
管理者（ととでは農民〉の干ばつに対するパーセ 地理学では，これより早くライトがアメリカ地
プションがF 彼らの意思決定に重要な役割を演ず 理学会の会長演説で， 「何にもまして魅力あるテ
るのであるというものである。他の一つは，その ラ・インコグニタは人々の心の中にある」と述ベ
ノfー セプションは，乾燥度，干ばつの体験の多少， たことはよく知られている（J.K. Wright, 1946）.彼
それにパーソナリティの相違によって異なるもの は人々の持つ地理的知識ーーその真偽を問わずに
だという仮説である。 一ーについての学聞をおこす提案を行って，これ
サーリネンは，この仮説を検証するために，乾 にgeosophyの名を与えたのであった。しかし，こ
燥度と干ばつの頻度の異なる6つのカウンティを の提案はすぐには受け容れられなかった。
選び，それぞれのカウンティで無作為抽出によっ その後，カーク（W.Kirk, 1952）が可能論の行
て14～17人の農民について面接調査を行うとい きづまりを打開しようと して，行動的環境の概念、
う方法をとった。質問項目は原著者の付録にまと を明確にし，ローウエンタールは，われわれの持
められている。これはその後の向穫の調査に際し つ世界観が記憶や想像や経験によって形づくられ
て一つの雛型とされている。 ていること を述べ geosophyの扱う問題が複雑で
訳出した第4掌は，こうして得られた結果を集 多岐にわたることを示した。
言十して，客観的な気象データと比較検討を行い， これ以後，パーセプション研究は地理学のさま
第 2の仮説の検証が試みられる部分である。 ざまな分野で一斉に開始される。ウッド (1970)
? ??
??
は，これらを景観論，自然災害，レクリェーショ
ン，都市，人口移動，空間噌好の6つの範騰に分
っている。サーりネン (1976）によるまとめは，
対象とする地域の大きさ，スケールによって分類
している点に特徴がある。
しかしながら，パーセプション研究はさらに大
別することが可能である。ダウンズ (1970）は構
造のパーセプション，評価のパーセプション，噌
好のパーセプションの3つに纏めており，コック
ス（K.R. Cox, 1972）などは噌好を評価を伴なうパ
ーセプションとして，結局土地の属性を指示する
ノξー セプシヨンと，土地を評価するパーセプシヨ
ンの2つの範崎に整理している。
学問の流れからすれば，こうも考えられよう。
実証的な分析科学として興ってきた1960年代の
ニュージオグラフィーの流れの上にのるものと，
その後の人文主義的地理学へとつながる一連のパ
ーセプション研究とは区別容れるように思われる。
自然災害のパーセプションは前者であり，先述の
ライトやローウエンタールはトウアン(Yi-Fu,Tuan) 
らにつながっている。
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